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１  都市の特性・概況

（１） 位置 

（２） 合併

図 かつての信濃川・阿賀野川河口部（蒲原津・沼垂湊・新潟津） 

 資料：新潟市

◇本市は、沖積平野としては日本最大級の越後平野の中央部に位置し、大半は信

濃川と阿賀野川によって形成された沖積低地となっています。 

◇古くからみなとまちとして栄える一方、幾多の治水事業により、全国でも有数

の穀倉地帯がつくられました。 

◇合併を重ね、平成19年4月1日に本州日本海側初の政令指定都市となりました。

面積：726km2 ／ 人口：約 81.4 万人（当時） 

図 合併の変遷            資料：新潟市
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理

1-2 

（３） 歴史・文化

旧市町村 まちの特性・個性・成り立ちなど 旧市町村 まちの特性・個性・成り立ちなど

新潟市
開港五港、みなとまち、信濃川、鳥屋

野潟、佐潟、国際空港、国際港湾
岩室村 北陸街道の宿場町（観光・温泉）

新津市
鉄道のまち、石油のまち、バイオリサ

ーチパーク、新津丘陵
西川町 長岡藩代官所、鎧潟、水田地帯

白根市
宿場町、鉄器・繊維・仏壇産業、フル

ーツのまち（桃・ぶどう・梨）、大凧
味方村 笹川邸、大凧、水田地帯

豊栄市
葛塚縞、福島潟、葛塚蒸気（新井郷川、

阿賀野川、通船川経由）、新潟東港
潟東村 鎧潟、水田地帯

小須戸町
航路の中継地（新潟－三条）、小須戸

縞、花き・花木（ボケ）
月潟村

果樹（梨）、月潟鎌、角兵衛獅子（伝

統芸能）

横越町

水上交通の拠点（阿賀野川）、米・果

樹・野菜・チューリップ、北方文化博

物館

中之口村 果樹（梨・ぶどう・桃）、金属加工業

亀田町
亀田郷の中心、市場のまち・商業のま

ち・織物のまち
巻町

西蒲原の中心地、柿団地、日本海と

角田山（国定公園）、国県の出先機関

表 旧市町村のまちの特性・個性・成り立ちなど 

資料：市町村合併時資料「市町村の沿革」

◇日本海側の拠点都市である本市は、江戸期から、日本海海運の拠点である新

潟湊と、現在の市域の大半を占める田園地域、新津や豊栄、巻などそれぞれ

異なる成り立ちをもつ町が支えあいながら発展してきました。 

◇14 市町村の合併により生まれた現在の本市は、各地域それぞれの多様な歴

史・文化や個性を併せ持っています。 

図 近世の在郷町 （図中の○） 

資料：新潟市
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理 

1-3 

（４） 自然

（５） 田園

図 信濃川 図 鳥屋野潟 

◇信濃川・阿賀野川などの大小の河川、鳥屋野潟、佐潟、福島潟、上堰潟など

の湖沼、山地、丘陵、海岸林などの豊かな水と緑を有しています。 

◇水田耕地面積は市町村別で全国第１位を誇り、政令市でありながら広大な田園

空間を有しています。 

図 水田耕地面積 

資料：作物統計調査（平成 27年）

資料：鳥屋野潟と新潟市街、新潟市、CC-BY 2.1 JP
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理

1-4 

（６）土地利用

◇土地利用状況をみると、市全体では都市的土地利用※が約３割、自然的土地利

用が約７割となっており、自然に恵まれた市街地であることがうかがえます。 

◇区域区分別にみると、市街化区域は約 92％が都市的土地利用となっており、

市街化調整区域は約 81％が自然的土地利用となっています。 

図 土地利用現況 

資料：都市計画基礎調査（平成 24～26 年度）新潟県・新潟市

図 土地利用面積 

資料：都市計画基礎調査（平成 24～26年度）新潟県・新潟市

１  都市の特性・概況 

○それぞれの地域が独自に育んできた歴史や個性を活かした、それぞれの地域の魅力向

上を図ることが必要 

○日本海側の拠点として、多くの人を引き付ける都市づくりを目指す必要がある 

○市街地と自然・田園との調和が今後も維持され、互いに支えあう都市構造を維持する

必要がある 

現状からみる課題 

※都市的土地利用：住宅地、商業地、工業地、公共公益、道路、交通施設、公共空地、他の公的施設、他の空地
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理 

２  市街地の変遷 

（１） 市街化区域の変遷

図

◇本市の市街地は、人口の増加

ました。 

1-5 

図 昭和初期の都市計画区域    資料：新潟市

図 現在の都市計画区域（平成 23 年） 

資料：国土数値情報（用途地域

増加にあわせて拡大を続け、市街地が形成

新潟市

用途地域データを加工）

されてき
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（２） 市街化区域と市街化調整区域

（３） 人口集中地区（ＤＩＤ）の

4,470

8,76079.6

56.9

0
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12,000

S45 S55

（ha）

図 ＤＩＤ

◇都市計画区域の拡大とともに

◇ＤＩＤ面積は年々増加傾向

いで推移しています。市域

密度化が予測されます。

図 市街化区域

注）新潟都市計画区域を構成する旧新潟市

※平成 2年の人口は「新潟県の都市計画

(人)

｜第１章｜本市の現状

1-6 

市街化調整区域の人口 

の変遷

8,760
9,780 9,923 10,344

56.9 56.2 57.8 56.4

S55 H2 H12 H22
DID面積（ha） 人口密度 （人/ha）

（人

ＤＩＤ面積とＤＩＤ人口密度の推移 

資料

とともに、市街化区域の人口は増加を続けてきました

年々増加傾向にある一方で、ＤＩＤ人口密度は近年

市域の人口減少が見込まれることから、ＤＩＤ

市街化区域・市街化調整区域の人口動向 

旧新潟市、旧新津市、旧豊栄市、旧小須戸町、旧横越町、

都市計画」にデータがないため、平成 5年の人口（住民基本台帳

資料：国勢調査、新潟県の都市計画

現状と課題の整理
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資料：国勢調査

けてきました。 

近年では横ば

ＤＩＤの低

旧亀田町の合計 

住民基本台帳）とした。 

都市計画、都市計画年報

    (ha) 
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理 

（４） 都市的な土地利用の変遷

◇S51 年から H21 年の 30 年間

近（旧来からの商業地）、鉄道沿線

部分）となっている一方で

に市街地の縁辺部に広がってきました

図 都市的

図

1-7 

年間の都市的土地利用の動きを見ると、都心

鉄道沿線の住宅地などは、30 年以上建物用地

で、新規建物用地として変化した箇所は滲

がってきました。 

都市的土地利用の広がり（S51～H21） 

資料：国土数値情報（土地利用細分メッシュ（S51・H21

図 ＤＩＤ重ね合わせ（S45～H22） 資料

都心や鉄道駅付

年以上建物用地（黄色い

滲み出すよう

H21）データを加工）

資料：国勢調査
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（５） 低未利用地の状況

557
775

0

200

400

600

800

1,000

市街化区域 市街化調整区域

その他の空地

（ha）

合計 約 1,330ha

◇市全体の低未利用地の約

の活力低下の要因の一つでもあります

注）低未利用地：ここでは、都市計画基礎調査

なお、「その他

改変工事中の

約 560 
約 780 

｜第１章｜本市の現状

1-8 

市街化調整区域

42％にあたる約 560ha が市街化区域にあり

つでもあります。 

図 低未利用地の状況

都市計画基礎調査の土地利用区分「その他の空地」とした

他の空地」には未利用地（建物跡地等、都市的状況の未利用地

の土地、平面駐車場、ゴルフ場が含まれる。

資料：都市計画基礎調査（平成 24～26 年度

現状と課題の整理

にあり、市街地

とした。

未利用地）のほか、

年度）新潟県・新潟市 
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理 

1-9 

（６） 空き家の状況

図 空き家と空き家率（Ｈ２５）    資料：住宅・土地統計調査

◇空き家の増加に伴うまちなかの空洞化が懸念されます。 

◇空き家数は中央区が最も多く、空き家率も高くなっています。

27,190

58,270

87,790

22,740 26,210
14,710

66,210
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住宅数（戸） 空き家率

２ 市街地の変遷 

○それぞれの地域の個性を活かしたまちなか形成を今後も維持していく必要がある 

○既成市街地をより一層活かし、現在の生活基盤や環境を維持・充実させていく必要が

ある 

図 空き家数と空き家率の推移     資料：住宅・土地統計調査

340,000 366,400

41,900 44,000
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（戸）

現状からみる課題 
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理

1-10 

３  人口の状況 

（１） 市全域の人口

（２） 各区の人口 

図 新潟市の人口と将来推計 

◇新潟市の人口は、平成 17 年の約 81.4 万人をピークに減少に転じています。 

◇25 年後の平成 52 年には、現在の約 8 割の人口規模（約 66.8 万人）になるこ

とが予測されており、その間、少子化・高齢化がさらに進行する見込みです。 

◇各区の将来人口は減少する見込みであり、いくつかの区では平成 52 年の人口

は平成 27 年の７割程度になるものと予測されています。 

図 各区の人口  資料：住民基本台帳（H27）、推計値（H52）
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推 計

実績値 

約 79.8 万人 
(住民基本台帳人口)

推計値 

約 66.8 万人 
(国立社会保障・ 

人口問題研究所推計)

ピーク：約 81.4 万

少子高齢化の結果、H52 年には
対 H17 年比で 14.6 万人の減少約 81.2 万

約 66.8 万

実績値 
(国勢調査)

25年後、約８４％の人口規模に減少 
（約13万人の人口減）
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理 

1-11 

（３） 社会増減

◇転入数と転出数はほぼ同数で推移しています。 

◇転出は 20～24 歳の進学就職時期における首都圏への転出超過が多くなってい

ます。一方、転入は就職・転職期、結婚期である 25 歳～44 歳の県内からの転

入超過が多く、県内の人口ダム機能を担っています。 

図 転入・転出数の推移 

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び数に関する調査（1995 年～2013 年、総務省）

図 ５歳階級別純移動者の状況 

資料：住民基本台帳移動報告（2013 年）
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（４） 人口密度の状況

※

将来の人口密度（Ｈ５２） 

図 人口密度

◇今後、各区とも人口減少が

ぞれのまちなかにおいて

◇また、北区、江南区のまちなかとなる

進む見込みです。 

人口密度（Ｈ２７） 

｜第１章｜本市の現状

1-12 

※40人/ha･･･人口集中地区に要求される人口密度の基準

人口密度の現状と将来見通し 

資料：住民基本台帳（H27）、コーホート法による推計値

が進む見込みですが、秋葉区、南区、西蒲区

40 人/ha※の人口密度を下回る市街地が見

のまちなかとなる市街化区域においても、人口

現状と課題の整理

基準（国勢調査より）。 

推計値（H52）

西蒲区では、それ

られます。 

人口の低密度化が

25



｜第１章｜本市の現状と課題の整理 

人口密度増減（Ｈ２２～２７

人口密度増減（Ｈ２７～５２

1-13 

７） 

５２） 

図 人口密度の増減 

資料：住民基本台帳（H22・27）、コーホート法によるによる推計値（H52）
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（５） 高齢者の人口密度の状況

◇市街化区域では、全般的に

都心周辺部や、西区の JR

高いエリアが広範囲に連坦

度が高まっており、さらに

◇将来も高い人口密度が維持

が進むものと予測されます

高齢者人口密度（Ｈ５２） 

図 高齢者

高齢者人口密度（Ｈ２７） 

｜第１章｜本市の現状

1-14 

に高齢者の人口密度が高く、東区・中央区の

JR 越後線沿線の市街地などでは、高齢者の人口密度

連坦しています。また、その縁辺部でも高齢者

さらに高齢化は深刻化します。 

維持されるエリアで、高齢化（高齢者人口密度

されます。 

高齢者の人口密度の現状と将来見通し 

資料：住民基本台帳（H27）、コーホート法による

現状と課題の整理

の都心及び

人口密度が

高齢者の人口密

高齢者人口密度の増加）

（H52） 

による推計値（H52）

（H27） 
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｜第１章｜本市の現状と課題の整理 

３  人口 

○人口の減少を抑制するために、

○高齢者や子どもが安心して暮らせ

要がある 

○特に、まちなかにおいて人口減少

流人口の拡大を図り、都心の魅力

ある 

高齢者人口密度増減（Ｈ２２～２

図

高齢者人口密度増減（Ｈ２７～５２

1-15 

、人口を増やす取組みが必要 

らせ、若い世代が住み続けたいと思える都市

人口減少が顕著となることが見込まれ、人口流出

魅力やそれぞれのまちなかの特色を維持していく

現状

２７） 

図 高齢者の人口密度の増減 

資料：住民基本台帳（H22・27）、コーホート法による

５２） 

都市を目指す必

流出の抑制、交

していく必要が

現状からみる課題 

（H22-27） 

による推計値（H52）

（H27-52） 
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｜第１章｜本市の現状

1-16 

現状と課題の整理
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